
                                  

 

 

  

 

   

 亀山市では、「豊かな子育てができるまち」を目指して、子育て家庭の支援に取り組んでいます。
そのような中、平成 30年度に市内保護者を対象に実施した『子どもの生活実態に関するアンケー
ト』では、「子育てに悩みや不安がある」と回答した保護者が 80％以上あったそうです。そこで、
子育て家庭に向けた応援メッセージとして、亀山市の社会教育委員さんが中心となって、『かめや
まお茶の間 10選（実践）』が作成されました。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、自宅で過ごす時間が長くなり、家庭での過ごし方
がますます重要となっています。家庭は、人生のスタートであると同時に何かに気付ける場でもあ
り、「心のよりどころ」です。家族みんなが一緒にいる時間が長いからこそ、この『かめやまお茶
の間 10選（実践）』をより強く意識してもらうため、強化週間（10月 16日～22日）を設けて市内

一斉に取り組んでもらうことになりました。（※『広報かめやま』令和 3年 7月 1日号「かめやま
教育通信」より引用） 
ちなみに、昨年度秋の強化週間後に実施したアンケート結果では、最も多く取り組まれていたテ
ーマは、「あいさつ」、「食事」に関することだったそうです。（中部中でも同様の結果でした）家族
みんなで取り組むことで「あいさつが増えた」、「家族との会話 
が増えた」、「好き嫌いせずに食事ができた」など、様々なうれ 
しい声を聴くことができたとのこと。今回も、各ご家庭におい 
て、この『かめやまお茶の間 10選（実践）』を話題にして、そ 
の取組を進めてもらえたらと思います。 

 ところで、「子育ての中で中学生という時期が一番難しい」と 
いう声は、中学校に務める教師としてよく耳にする言葉です。 
中学生は、ちょうど子どもと大人の境界線的な位置にあり、気 
持ち的には大人になりたいのだけれど、心の中はまだまだ子ど 
も。そこで、力を発揮するのは「家庭」という空間だろうと思 
うのです。たとえ反抗期であったとしても、頭ごなしに叱るだ 
けではなく、ちょっと見守るゆとりがあるといいのでは。そこ 
がお茶の間（リビング）なら、なおさらいいのかも知れません。 
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★２０２１年度 中部中学校教育キーワード：「一路邁進（いちろまいしん）」  ※全生徒・全教職員が意識して取り組みます。 

※この写真は本校に関係するもではありません 



★各家庭で選んだ項目の   に○印をつけて、どこかに貼っておいてください！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★お子様と一緒に相談をして、10選の中から２つ～３つを選んでいただいたでしょうか？ 
 ＊提出プリント「あたしンち（私の家）ではこれに取り組む！」あり 提出締切 10月 18日 

★強化週間（10月 16日～22日）中に、出来る限り積極的に取り組んでいただきたいと思います。 
また、強化週間が終わっても引き続き取組を進めていただき、もう一段高い「家族力」を育むこ 
とを目指してほしいです。来年の３月までに、全ての項目に一通り取り組むことができるよう、 
お子様と話をしてみてください。 


